




＜今後の対策＞ 
 
○ 追肥 
本年は順調に生育が進んでいます。 
12 月に入り寒さが続き今後の生育が緩慢になる可能性が考えられるため、葉色が

うすくなってきたほ場では、積極的につなぎ肥（窒素２kg/１０ａ程度）を施用してくださ
い。 

 
１回目の追肥は穂数確保を目的として実施します。 
 
・６葉期を迎えたら､１回目の追肥（窒素２～３kg/１０ａ）を施用してください。 
・６葉期を迎える時期は、 
１１月上旬の播種では２月上旬頃、 
１１月中旬以降の播種では２月中旬以降、と予想されます。 

  
 また、６葉期を迎えるまでの期間が長くなりそうなほ場でも、茎数確保のために、積
極的な追肥（窒素３ｋｇ/１０ａ）をしましょう。 
 
○ 麦踏み 
麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期(２月中旬頃)までに実施してくだ

さい。 


